
広昭
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、
いいまち合金夢のまち

ウ/Lトラマンヴレート&パワードを真剣l之周つめる子供芝ぢ
( 2月13日、雪まつり会場で行われたキャラクターショー)

B月号
2000 (平成12年)
No.494 

舎金町民憲章
。民主主義巳徹し生活を合理化して近代的芯町にい左しましょう。

。健康で勤労|こはげむ明るい町|ごいだしましょう。

。妓能をみがき産業の開発C努め、豊か広町にいだしましょう。
。教育を定かめ楽しく生活できる平和な町巴いだしましょう。

制定昭和42年10月1日



有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
シ
ワ
設
立

会
の
名
師
は

2
月
凶
目
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ン
ク
の
設
立
総
会
が
、
総
合

福
祉
施
設
「
と
し

べ
つ
」
で
開
か

れ
、
代
表
に
川
島
趨
子
さ
ん
が
就

任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
会
の

名
称
が

「
ひ
ま
わ
り
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
チ
ィ
?
パ
ン
つ

を
設
立
し
た
目
的
防
?

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
介

護
保
険
制
度
の
介
護
認
定
審
査
会

平戚12年4日1日から、道路交
通i去の一宮11政圧に伴l¥6歳示満
の幼児にチャイJlドシート着悶
h<義務ftされます。

4月1日から6歳未満の幼児に

，帯イルドシート
着用が義務他

1222A4山間G
『
ひ
ま
わ
り
」

に
お
い
て
、

「自
立
と
認
定
さ
れ

た
方
」
も
し
く
は
「
要
支
援
と
認

定
さ
れ
施
設
入
所
を
希
望
す
る

方
」
は
介
護
保
険
制
度
の
対
象
外

高
齢
者
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
方
を
対
象
に
川
と
社
会
情
祉
協

議
会
が
独
自
に
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

ど
の
よ
っ
ち
け
l
ピ
ス

が
利
用
で
き
ゐ
の
?

サ
ー
ビ
ス
に
は
、
外
出
支
援
サ

ー
ビ
ス
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
軽
度

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ

り、

利
用
者
は
サ
ー
ビ
ス
料
を
町

に
支
払
い
ま
す
。

有
償
ボ
ラ
ン
チ
ィ
?
制

度
と
陪
?

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
利
用
し
た
い

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
提
供
し
た

い
人
を
会
員
と
し
て
組
織
し
て
い

ま
す
。
現
在
登
録
し
て
い
る
の
は

£ 

• • 
犯
人
、
2
団
体
で

2
級
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
l
、
看
護
婦
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
の
有
資
格
者
も
い
ま

す
。
-
個
人
的
な
希
望
を
満
た
す
た
め

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
利
用
す
る

と
い
う
考
え
と
な
り
ま
す
の
で
、

基
本
的
に
有
料
と
な
り
ま
す
。

-
利
用
の
登
録
、
申
込
及
び
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
等
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
を
通
じ
て
調
鐙
し
、
利
用
者

の
ニ
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
い
た
し
ま
す
。

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
場
合
は
、
見
返
り

と
し
て
実
費
費
用
又
は
点
数
預
託

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
預
託

さ
れ
た
費
用

・
点
数
は
提
供
し
た

本
人
か
家
族
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
と
き
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
預
託
し
た
分
が
無
料
と
な
り

1"'-ーーー・・・・・・・・唱
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②創!明乙ート 11 ，..宵11 1 
(10ヶ月児から4歳11 恨U剥 l 
くらいまで、体制 11 ~悠都圏 l 
キロ ~18 キロ以下 1: (fγd〆~濁 : 

用 li~巷F-JJY
a・ーー一一一一」

ーー・一一一ー・唱.
l 信明寸¥ H③l弓室岡乙ー卜
1 暗号現川 11 (4 歳~6 歳まで、
l ど~~\I 11 体重 15 キロ ~36 キ
~臥 i I口以下用)

L_=ー」

①寺.U~宅用乙ー卜

(新生児から10ヶ月

児くらいまで、体重

10キロ未満用)

-規制対象/自動車の運転者が6歳未満
の幼児を乗車させて運転す

る場合

.罰則等/苦ij則、 反則金はないが、泣

反点 i点となる

お通事誠守詰<-r~員携す61

ブレーキのはずみなど

で座席から転落し、負

傷する子供が少なくあ

りません。

ま
す
。名

称
乏
「
ひ
き
れ
リ
」

と
し
た
理
由
服
?

花
の
形
が
丸
い
輪
で
あ
り
、
地

域
の
み
ん
な
で
助
け
合
う
仲
間
の

輪
和
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
ひ
ま
わ

り
は
太
陽
に
向
か

っ
て
伸
び
て
い

く
花
で
あ
り
、
今
金
町
の
未
来
も

同
じ
く
明
る
い
も
の
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
「
ひ
ま
わ
り
」
と
名
付

け
ま
し
た
。

副代 次
代 'I_':f， の
表表 22方
ZIが

山橘新坪北 川 己貸

と
な
り
ま
し
た

" 
理

事

ぬ

種

子

律

子

友

子
マ
サ
子

シ
ゲ
ノ

ア
イ
子

君

代

郁

夫

寛

子

" " " " " • • 『非着用者は惹用者の10倍

以よの致死率です』

井田口

牧浜中

田野田チャイルドシート購入には

運輸省認証マークがあるものを 1

運輸省の認証マーウがあるものを笹用しましょう.

ec 議 ⑨ c一議

(刊の安全はかの責ャJ
子ヤイJ~ド~ートが聞脂
~チ勺イIGドシートでケガに差 I1されの位い~

昨年、 信号機のない交差点で乗用車が出会い頭 .

:に衝突。助手席に乗っていた6歳の子供は、チャイ :

・ルドシートを装着していたため打撲程度の軽傷で ・

:済みました。しかし、後部座席でチャイルドシート :

・を装着していなかった2歳の子供は、車外へ放り ・

:出されて意識不明の重体に。

¥述

実施内容報告

¥レ
利用者台帳提供者台帳管迎 ←①登 録← ボフンァィアに

ボランティアパンク 「ひまわり」 →②派遣依頼→ より ザ ビス等

事務局社会福祉協議会 →③料金支払→ をj!t(共したいと

町保健福祉課 →④点数管理→ 考えている町民

〕η〆-〔

→①登録→

→②利用申請→

←③料金誇求←

→④料金支払→

戸一一 (介護)サービス提供

斗乙
ボランティアに

よる介護サービ

スを利用 したい

高齢者

発生件数
死者数
傷者数

※ss運動(スピードダウン・ シ
ートベルト着用)で交通事故を未
然に防ごう!

交通事故死ゼ口日数

考書金町の
2吋円館司量生状況
1月発生1月末現在
l件 1件
。名 0名
8名 8名

1 9 8日

宙描たI~冊キ口事官官芭え5れま言が?
~子供があ怠たの手からスIGリ~

時速40kmでも衝撃力は体重の30倍。10kgの子供も -
.300kgになってしまい、たとえお母さんが大切にだ・
・っこしていても、子供の命を支えきれません。 逆・

・に、子供がお母さんのクッション代わりになって、.

・大きなダメージを負ってしまうことも少なくありま ・

・せん。子供には体に合ったチャイルドシー トを使用 ・

:して下さい。また、助手席での使用は、エアバック :

:が作動するなど危険な場合もありますので、できる:

:だけ後部座席で使用して下さい。

〕
内
4〔



第
ロ
圃
い
ま
か
ね
雪
ま
フ
り

松
井
さ
ん
の
華
麗
な
エ
ア
に
観
客
沸
〈

2
月
ロ

・
凶
日
の
両
日
に
わ
た

り
「
プ
レ
リ
ュ
ー
ド

(
1
幻
世
紀

へ
の
前
奏
曲

1
)
」
を
テ
ー
マ
に

第
げ
固
い
ま
か
ね
雪
ま
つ
り
が
ふ

れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

雪
像
に
は
各
参
加
団
体
が
工
夫

を
凝
ら
し
た
も
の
や
、
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
た
れ
パ
ン
ダ
な
ど
大

小
げ
基
の
雪
像
が
会
場
に
立
ち
な

ら
び
、
特
に
ス
ベ
リ
台
の
あ
る
雪

像
は
子
供
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
今
回
の

雪
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て

く
れ
た
、
今
金
中
学
校
の
湯
野
な

つ
み
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の

一
番
の
メ
イ
ン

と
な
っ
た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
エ

ア

・
シ
ョ
ー
に
は
、
札
幌
か
ら
松

井
商
庖
の
息
子
さ
ん
で
あ
る
、
プ

ロ
ス
ノ

l
ボ
ー
ダ
ー
の
松
井
克
師

さ
ん
と

3
名
の
ボ
ー
ダ
ー
、
D
J

ほ
か
2
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
ノ
リ
の

い
い
音
楽
で
シ
ョ

ー
を
演
出
。
会

場
に
は
両
日
に
わ
た
り
多
く
の
観

A後志利別川清流保護の会
せせらぎ・ふれあい基金運動

見事なショーで子供たちを釘付けにした
実行委員会事業部によるウルトラマン
レート&パワードショー

客
が
詰
め
か
け
華
麗
な
エ
ア
に
大

歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

よZfff干しでぐれた

• 

d 

• 企署名ありがとうございました。
北方領土返還署名活動

V小学3年生から中学生を対象に
行われた『全日本紅白玉合戦』

平浩こさんの歌に

うっとり l

r浩二さんステキー』

亀
風が強くて玉が

とどかないよ-，

(4] 
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日
日
に
は
第
4
回

の
平
成
雪
合
戦
槍
山

大
会
が
会
場
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
管
内

か
ら
ロ
チ

l
ム
が
参

加
し
、
上
位
4
チ
ー

ム
に
は
賞
金
、
副
賞

の
ほ
か
昭
和
新
山
国

際
雪
合
戦
大
会
へ
の

出
場
権
が
得
ら
れ
る

た
め
、
大
変
な
激
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
中
に
は
雪
玉

が
顔
面
を
直
撃
し
血

を
流
す
場
面
も
。

川
川

昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
の
は
次
の

4
チ
ー

ム
で
す
。

。
優

勝

厚
沢
部
太
鼓
山

(
厚
沢
部
町
)

火
の
用
心
(今
金
町
)

役
場
野
球
部

(
北
柏
山
町
)

ほ
こ
ほ
こ
大
地

(
今
金
町
)

。
準
優
勝

。
3 

位

0 
4 

位

〕只u〔



国
民
年
金
品
切
保
険
斜
陽

忘
れ
ず
巳
納
恒
例
事
し

ぷ
令
。

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
所
の

あ
る
初
歳
以
上
印
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
、
基
礎
年
金
の

給
付
に
必
要
な
費
用
を
公
平
に
負

担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
羽
歳
か
ら

ω歳
に
な
る
ま
で
の

ω年
間
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
満

額
の
年
金
(
平
成
日
年
度
価
格
H

m
山
方

4
千
2
百
円
)
が
受
け
ら
れ

ま
す
。保
険
料
を
未
納
に
し
て
お
く

と
、
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
し

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
将
来
の
た
め
に
も

保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

(
町
民
課
年
金
係
)

退職者医療制度は、長い間会社など仁勤めてい
て退職し、年金を受け取るよう巴なつだ方とその
被扶養者巴対し、医療費の部負担を軽減する圃
民健康保険の制度です。

[対象となる万]
次の条件にすべてあてはまる人とその被扶養者
が対象となります。
①国民健康保険|こ加入している万
②老人保健制度の適用を受けてい広い万
③厚生年金や共済組合の老齢年金を受けてい
て、その年金制度[;::20年以上加入している万、
まだは40歳以降仁川年以上加入している方。

[医療機関にかかるとき]
圃民健康保険退職被保険者証を医療機関の窓口
で提示して診療を受けます。
ま芝、窓口で受払う 部負担金は次のとおりで
す。

国保の退職者医療制度のご案内
「
が
ん
ば
っ
た
現
場
実
習
」

今
金
高
等
養
護
学
校

産
業
科
一
年
堺
理
江
子
さ
ん

十
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
の
五

日
間
、
現
場
実
習
に
行
き
ま
し

た
。
私
の
実
習
先
は
ぴ
り
か
フ
ァ

ー
ム
と
い
う
、
お
も
に
じ
ゃ
が
い

も
や
大
根
を
つ
く
っ
て
い
る
農
場

で
し
た
。
一
日
実
習
で
の
い
も
ひ

ろ
い
の
時
は
、
風
邪
を
ひ
い
て
休

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
学
校
以
外

の
と
こ
ろ
で
作
業
を
す
る
の
も
、

畑
の
仕
事
も
、
今
回
の
現
場
実
習

が
は
じ
め
て
で
し
た
。
現
場
実
習

に
行
く
前
は
、
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
は
じ
め
、
ぴ
り
か
フ
ァ
ー

ム
に
決
ま
っ
た
時
は
、
あ
ま
り
う

れ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
テ
i
オ
!
と
い
う
ス
ー

パ
ー
に
行
っ
て
み
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
で
も
、
担
任
の
脇
深
先
生

が
「
理
江
子
は
、
体
力
不
足
で
つ

ら
い
こ
と
が
苦
手
だ
か
ら
、
五
日

間
山
田
場
で
が
ん
ば
っ
て
み
な
さ

い
。
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
た

• 

， 

• 

ら
、
来
年
は
テ

l
オ
l
に
行
け
る

か
も
。
」
と
言
っ
た
の
で
、
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
仕
事
は
、

小
さ
い
い
も
を
ひ
ろ
う
こ
と
と
い

も
の
選
別
で
し
た
。
大
根
の
袋
づ

め
も
し
ま
し
た
。
一
番
つ
ら
か
っ

た
こ
と
は
、
四
日
間
小
さ
い
い
も

を
ひ
ろ
う
仕
事
で
し
た
。
一
日
日

は

「楽
し
い
な
あ
。
」
と
思
い
ま
し

た
が
、

二
日
目
か
ら
は
中
腰
の
姿

勢
が
つ
ら
く
て
、
足
が
痛
く
な
り

ま
し
た
。

三
日
目
、
四
日
日
は
つ

か
れ
で
手
が
止
ま
っ
た
り
、
よ
そ

退職被1粟頂者(本人)
被扶養者 (扶養家族)

オランダ公園の清掃に励む生徒たち

(6) 

「τtτで=ー二二一- 一一 一一寸

l 平成12年度後志利別川 ! 
i 河川愛護モニターを募集 i 
| 函館開発建設部では、後志利別川の河川整備、河|
1 )11利用又は河川環境に関する地域の方々の要望を十|

|分に把握し、地域との連携をさらに進めるため河川l
l愛護モニター制度を実施しています。 1

| 平成12年度について、次の内容によりモニターを|

|していただける方を募集しております。 1

1・ir'i'Fl!IAJs
! モニターは、日常の生活の範囲内で知り得た情報i

rj||管理者に伝えることを主な任務とするもので1

1 
1・活oFlJioil鴎
! 後志手1Jj)1]J 11トマンケシナイ川合流点上流から上ハ!
!カイマップ川合流点上流まで。

i・M悦欄
後志利別川に接する機会が多く 、文は河川愛護に!

|関心を持つ 満別歳以上の健康な方。 ! 
1+公仏人員、任期
| 募集人員は1名。任期は平成12年4月1日から平|
|成13年3月31日までです。 1

1・~fli~fï泳 l
l 官製はがきに ・住所 ・氏名 ・性別 ・年齢・電話番|
|号・職業、これまでに自治会等の地域に密着した活|

|動の経験、応募理由を記入のうえご応募ください。 |

|・I1iII話、問い合わせ?t

10函館開発建設部管理課
l 干040-8501函館市大川町1番27号 l 

I 8013842ー 71 1 1 
o函舘開発建設部 今金河川事業所 ; 

i 干附-4308 瀬棚郡今金明今金414ー7
L ~O.l ~ 7_8 -= ~ -~ ~ ~ 1_ .. _ _ .J 

[届出lこ必要なもの]
退職者医療制度の資格は、年金受給権が発生し
元三日からとなります。年金証書を受け取っ芝ら、
14日以内|こ届出をしてく芝さい。
届出IZ!IZ、要芯ものは、国民健康保険の保険証、
年金証書と印鑑です。

なお、制度のくわしい内容・ご不明な点などは
役場町民課年金係、 「としべつ」内保健福祉課国
保係へおだずねくどさい。

み
を
し
て
注
意
を
受
け
ま
し
た
。

一
番
楽
し
か
っ
た
仕
事
は
ぴ
り
か

フ
ァ
ー
ム
の
お
ば
さ
ん
と
一
緒
に

機
械
に
乗
っ
て
い
も
の
選
別
を
し

た
こ
と
で
す
。
お
ば
さ
ん
た
ち
と

学
校
の
話
や
ね
こ
の
名
前
の
話
な

ど
を
し
ま
し
た
。
現
場
実
習
に
行

く
前
に
、
目
標
を
こ
っ
た
て
ま
し

た
。
一
つ
日
は
「
つ
ら
く
て
も
弱

音
を
は
か
な
い
。
」
で
す
。
い
も
ひ

ろ
い
は
と
て
も
つ
か
れ
た
け
ど
、

学
校
に
戻
る
ま
で
は
つ
か
れ
た
と

か
言
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た

の
で
守
れ
た
と
思
い
ま
す
。

二
つ

日
は
「
て
き
ぱ
き
行
動
す
る
。
」
で

す
。
足
が
痛
か
っ
た
の
で
あ
ま
り

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
守
れ
な
か

っ
た
目
標
も
あ
り
ま
し
た
が
、
五

日
間
休
ま
な
い
で
で
き
た
の
で
、

と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

引
率
の
先
生
や
ぴ
り
か
フ
ァ
ー
ム

の
お
じ
さ
ん
に
「
よ
く
が
ん
ば
っ

た
ね
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

私
は
将
来
、
就
職
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

姉
と

一
緒
に
住
ん

で
、
テ

l
オ
ー
の
よ
う
な
ス
ー
パ

ー
で
働
き
た
い
で
す
。
来
年
の
現

場
実
習
も

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま

す。

阪神、捜臨式麗誕官

穂提言れた百へ苗知5世

被災者自立支援金の申請期限は、

平成12年4月28日(金)までです!

.被災者自立支援金とは、1日も早く生きがいの

ある生活を再建できるよう、 一定の用件を満たす

被災世帯に対して支援金を支給する制度です。

.支給額は、 複数世帯120万円~50万円 、 単身世帯

などについて、他市町 (神戸市は5ブロックに区
分)へ移転した場合、30万円か25万円を加算。

-締切日を過ぎますと、申請できませんのでご注

意下さい。

・申請用紙の誇求・問い合わせは、

発行を受けた市町の担当課まで。

り災証明書の

• • 

側阪神 ・淡路大震災復興基金
お問い合わせは、兵庫県生活復興推進課

8078-362-4022 

笹

前
略
大
震
史
か
ら
ま
る
五
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

ζ

れ
ま
で
の
問
、
皆
様
万
か
ら
多
方
面
に
わ
た
り
多
士
な
ご
え
援
を
頂
戴
し
て
ま

い
h
7
金
之

l
L
#
~

。

改
め
て
厚
く
お
札
を
中
し
あ
げ
ま
す
。

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
神
戸
の
ま
ち
は
着
実
に
筏
興
へ
の
歩
み
を
進
め
て
お

り
、
去
る
十
ニ
月
に
は
市
内
町
民
急
恨
説
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
す
べ
て
の
祇
見
市

民
の
、
万
々
に
、
恒
え
住
宅
へ
移
っ
て
い
た
だ
く
よ
と
が
で
き
ま
し
た
。

景
気
の
低
迷
の
影
響
も
受
け
、
M

栓
海
投
興
は
未
だ
八
割
の
水
平
に
あ
る
な
ど
、
怯

然
と
し
て
枇
見
地
は
晶
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
ニ
十
一
世
記
を
ま
さ
に
目
前
に

註
之
、
市
民
生
活
の
安
定
と
神
戸
の
ま
ち
の
さ
ら
な
る
成
興
に
引
き
続
さ
士
カ
で
取

付
組
ん
で
ま
い
る
品
川
存
で
あ
付
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
え
震
え
で
い
た
だ
い
た
ご
主
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
と
設
興

し
た
神
戸
の
吾
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
、
ニ

O
O
一
年
初
辛
か
ら
互
に
か
け
て
市

内
岳
地
で
様
々

4
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

「
神
戸
一
一
十
一
世
記

・
筏
興
記
念
事
業
」
の

時
催
も
子
足
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
対
す
る
重
ね
て
の
お

札
と
さ
せ
て
い
た
だ
さ
ま
す
。

平
成
十
二
年
一
月

神
戸
市
長

草
々

山

幸

イ主

i 俳句
長初雪冬古-2太t狛長ご羊f
Z 凪告落ミ隅i陽き犬おつ水t
骨や輝eにのや&こを
量 潮品 野の 氷与 溢主 主Z 鍋~ 7-手ぅz 満み積つ残るれにνi!li長く
主ちみし』て倣2れ安宇
主満み廃日て早早いてけ
品ち車~ )l 1 ~ して囲T さ
来eの H昔t春2雪'Iむ手や
手蝦ぇ窓、Eしの烏ぇ浜巨春2
主 夷ぞに J 11 7; 帽ぽ ~ft ~ の
まに拒ド 子しす 風弘
主富ιね 邑ろ
主士じ
と
の
主

R梅阪佐芳大戸杉
よ

品 村井藤賀谷沢本

長慶あ

日告 f:k い

利別俳句会

(7) 



、、

四季折々に変わる館天凪邑.心と体を
いやしリフレツンュしてください.
口料金
.日帰り入浴 大人3曲円・大人(中学生1310円

中人150円・小人益科
泊 。大人5.9応O円
大人1'1・学生15.800円
小人5.380円小人4.850円

※"月1日-4月30日のIItlは、別途暖房
料として310円カ'IJII抗されます。
お II1J い合わせ先/八~mJi'商工観光労政限
801376-2-2111 内線342
・干約/町営温泉おぼこ桂
801376-3-3123 

。』町
~町営温泉おぼこ荘~

《静1J¥'fJ.山峡の湯宿》

畳

.宿

J 一、
北槍山町

日本海の荒波にもまれて育った
おい

美疎じい『舗成産カキ』
力キフライ、 カキ酢.力キ鍋などお好
みの食べ方で.栄養満点ぷっくり太った
新成産カキをお白し上がりください.
圃価格/1kg 1約8胴1500円

(消費税込み)
園地方克迭もいたします，(3月上旬-5月下旬)
・お!日lいfTわせお申し込み
ひやま漁協瀬棚支所太櫓出張所
(新成801378-6-0310)
・葛凶勉さん
(新成801378-6-02331
木村山敏さん
(新成801378-6-0155)

瀬棚町
歩くスキーの集い参加者事集!
.とき 3月12日 (日)

午後9時30分集合午後12時
30分解散予定

+m合併1位地所瀬棚町s&G体育館
・コース J:.型地区
.対象小学生以上
.参加料 200円(保険料)
f-f l¥l山と円本7fijを望むコースを下7とし
ています.昼食時には豚11 飲み物を用
むしています。 川以も貸し出しますの
で、お気料に参加lください。
.申込み お問い合わせは
教育香品会社会教育課

801378-7-3322 

年
。
車
刷
談
自
の
三
百
阜
商
肉

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

コし
】
一量一言
ロ

。
と

き

3
月
お
日
(
木
)

午
前
日
時

1
午
後
3
時
ま
で

(午
後
ロ
時
応
分

1

1
時
ま
で
昼
食
)

役
場
町
民
相
談
J

亙

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

《
町
民
諜
年
金
係
》

。
と
こ
ろ

。
相
談
員

霞
嗣
聞
か
ら
落
ち
る
雪
や
氷
に

気
を
つ
り
ま
し
ょ
う

屋
根
の

つ
ら
ら
な
ど
は
、

の
気
温
が
上
昇
す
る
午
前
U
時
頃

か
ら
午
後
2
時
頃
に
か
け
て
肢
も

落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
歩
行
者

や
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
保
護

者
の
方
は、

事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

①
屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
な
ど
が
落

ち
や
す
く
な

っ
て
い
る
屋
根
の
粁

1 
日

-

No.23 ]リド-JL交滝本ツトワーワ崎報

文成町
・温泉紹介

『国民温泉保聖書包ンター』

広大な貝取~ml渓谷の保養漏泉地

に位置する、身も心もあったかに

ト・
町
一川炉
L
P
J
'
 

部

K
E

T
-
-，i
b
b
 

E1.
“h・a
-
E

3
Zλ 

長
一川町市
田市
酢

なる1昆泉。お風呂から眺められる

四季折々の景色、周辺には遊歩道

や公国もあ り、大成川lの大自然を

満喫できます。

大成IIIT宇貝取調:1-場所

熊石町
古手軽に高級スッポン鍋合

スープの素材缶詰『くまぽん』

札幌市の料亭などに出荷してい

る、ス ソポンを熊石の味として手

軽に味わっていただけるよう缶詰

にして販ヅししています。

l 缶400gで2000円、あっさり醤
油味スープとスッポンが入ってい

ます。同品の水と季節の野菜を加

えて煮込めば手軽にスッポン鍋が

お楽しみいただけます。

・お問い合わせ先

ひらたない荘 301398-2-3330 

5万1111以上の苦符類 2千N!額以
上のビデオテープを些'i:rに揃えた図
:!?館やAV室、 最新設備を，l;世る多目
的ホールを耐えています.
図~n館は、無料となっていますの
でお立ち帯りください。
。局所 高砂町(センタ一通り)
。時 !日l午前10時~午後日時

〔日曜日は午後5時まで]
。休館日 月曜日、祝祭円
[お問い合わせ先]
学習文化センター (301377-2-5757)

• • 

下
は
、
で
き
る
だ
け
通
行
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得

ず
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
は
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ

し②
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
屋
外
で
遊

ば
せ
る
場
合
に
は
、
お
子
さ
ん
が

粁
下
で
遊
ぶ
こ
と
が
絶
対
な
い
よ

う
に
、
保
護
者
の
方
は
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
肱
臼
分
で

書
い
て
お
早
め
じ

平
成
十

一
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
付
は
三
月
十
五
日

(
水
)
ま
で
で
す
。
申
告
期
限
間
際

は
会
場
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
書
等
は
ご
自
分
で

作
成
し
て
税
務
署
の
窓
口
や
郵
便

で
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
税
務
署
で
は
ご
自
分
で

0
 

2

，1
 

寄

ー

の額多のへ
A
宮
市
叫

り
協・
品
川L
'
e
』

よ
m
m
M

だ

松
咳

色
白

、
ざ

量義

明閣と

一宮一闘

寸
刻
一
つ

出
帥

盟
と

1
同

祉

凪山山

E
国
学
あ

も
A
U

盟
窓

会
品

の
厚

ト
L

光
ご

辛
』

※

(敬称略)

《北槍山Rlr>)

楠山北高等学校生徒有志

北総山御詠歌 一 同

-入浴料大人260円 ・小人50円

込シ
『抱くたまらりーパ-T3.!1応募締切Iel;弔問10まで!
ま怒っ句【今金旬、 jt繕山旬、宣車棚旬、大陵町、銭ち旬、長丙e?旬、

ハ雲町】 σ〕盗事2ヌタニつ)' tr~震まってい7dìl\戸')Iel; oi s;2め(21
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|るヌ.
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|さ止.
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| ・を.

(
少
年
向
け
)

O
思
い
あ
た
る
人
は

い
ま
せ
ん

か
っ親
な
ど
に
行
き
先
を
言
わ
ず
に

外
出
し
た
り
、
夜
遊
び
ゃ
外
泊
な

ど
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
1

・
う
そ
を
つ
い
た
り
、
家
族
と
の

会
話
を
さ
け
て
い
ま
せ
ん
か
!

O
盛
り
場
に
は
、
危
険
な
落
と
し

穴
が
い
っ
ぱ
い
!

・
盛
り
場
で
は
、
不
良
グ
ル
ー
プ

や
暴
力
団
が
皆
さ
ん
の
ス
キ
を
狙

っ
て
い
ま
す
。
楽
し
そ
う
に
み
え

る
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
怖
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

O
万
引
き
は
、
窃
盗
(
ド
ロ
ボ
ウ
)

と
い
う
犯
罪
で
、

積
一
い
罪
に
な
り

ま
す
。
見
つ
か
っ
て
か
ら
品
物
を

返
し
て
も
、
お
金
を
払
っ
て
も
ド

ロ
ボ
ウ
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん。O
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る

い
わ
ゆ
る
「
援
助
交
際
」
(
援
交
)

は
、
売
春
で
す
。

• • 

男

忠

果

ト

石

昇

会

子

繁

治

雄

平日

í~[ 

《長野県》

吉 田

《今金町》

鈴木

杉 山

今金

今金

森

琴

中

矢

機

大

《函館rI'i))

佐膝

作
成
し
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
相
談
担
当
者
が
記
載
方
法
等

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
り
ま
す
。

税
務
場
の
相
談
会
場
に
お
越
し

の
際
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
お
分
か

り
に
な
る
箇
所
を
ご
記
入
の
上
、

印
鑑
、

前
年
の
確
定
申
告
書
等
の

控
え
、
使
い
慣
れ
た

「計
算
器
具
」

や

「筆
記
具
」
を
ご
持
参
く
だ
さ

詳
細
に
つ
い
て
は《
八
雲
税
務
署
》

8
0
1
3

7

6

3
1
2
1
4
8
 

日

俊

f丁

オ

鈴

村恭

野

辺

倉

治

子

勇

洋

光

《札幌市》

片岡

安東
消
費
税

RRU旭
町
消
費
税
は

必
ず
期
限
肉
納
刊
を
1

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、

「
消
費
者
か
ら
の
預
か
り
金
」
と

も
言
え
る
税
で
す
。

定
め
ら
れ
て

い
る
期
限
ま
で

に
、
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の

あ
る
場
合
は、

お
早
め
に
税
務
諸

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
八
雲

税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

8
0
1
3
7
6
1
3
1
2
1
4
8
 

(8) 

(
保
護
者
向
け
)

O
い
つ
も
子
供
さ
ん
の
行
動
に
関

心
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

「明
る
く
楽
し
い
家
族
の
対
話
」

と
「
子
供
の
行
動
に
関
心
を
持
っ

た
声
が
け
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

O
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
や
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
を
利
用
し
て
性
的
な
被
害
に

迎
う
ケ

l
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

(
少
年
、
保
護
者
向
け
)

O
困
っ
た
り
、
悩
ん
で
い
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
気
軽
に

少
年
相
談
電
話
や
最
寄
り
の
交

番

・
駐
在
所

・
北
槍
山
警
察
署
に

相
談
し
て
下
さ
い
。

「少
年
相
談
i
i
o
番」

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
1
6
7
7
1
1
1
0
番

北
総
山
警
察
署

8
0
1
3
7

8

4

5

1

i

o
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(重点目標)

固

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

E
町
の
歴
史
や
自
然
・

文
化
を
大
切
に
し

函
e

家

庭

や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

目
白

熱
意
を
も
っ
て
、

自

ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合

い
ま

し

ょ
う
。

社会教育

だより
第280号

絵

蔵

• 
昔

二
月
十
六
日
、
子
育
て
と
絵

本
・
昔
話

i
観
る
喜
び

・
聴
く
喜

び

読

む

喜

び

と
題
し
て
、
児
童

文
学
を
研
究
し
て
い
る
横
浜
市
の

フ
エ
リ
ス
女
学
院
大
学
助
教
授
の

藤
本
朝
巳
先
生
を
招
い
て
、
「健

や
か
今
金
っ
子
を
育
む
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
読
み
聞
か

せ
を
実
践
し
て
い
る
先
生
の
お
話

か
ら
、
良
い
絵
本
は
子
供
の
傍
ら

に
置
く
だ
け
で
、
健
や
か
な
成
長

の
手
助
け
に
な
る
と
の
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。
先
生
に
よ
る
と
良

v対・

号日ぷ日 ・・聖欝弱羅型事筆幸を彊園固 まZ2主tR学
て環時!日ととさ するででた「校
き境聞かさしまて f舌すでに供期ポをな学す活る動方 る場多きいもが
てをなられてざい動。、集達待 l含い校。動部にが現な 、様ななつ ー
い 作 ど高て活まる以学学まやさツめ地で主 y 分参直在ど時ない」と人
まる 、齢い用なの外校絞れ地れ活た域す体五は加接全が問スとをそひ
すこス者ますスでのはやる 域 て動地の。はけ 、し学園望 、ポす満のと
しとポまするポ 、時子体 のいの域子学あ クて校的ま指 Iれ足スり
、は|で。こ lこ間供育場 人 ま取独供校くるラ頂のにれ導ツばさポの
子可ツ、 とツれはの館附がす組自 ・をま指ブい教地ま者活 、せ i子
供能を種 が 1舌を空教等と気。みの大考で導 ・て育域す等動 地 るツ供
もに楽目 ベ野IJt也い育でし軽子がス人えもで部い活の。をを域こをの

音量

魅

力

の

には絵本がイッパイ〕

い
絵
本
と
は
、
五
七
調
の
言
葉
で

音
と
し
て
の
響
き
が
心
地
よ
い
も

の
。
日
本
語
と
し
て
美
し
い
語
り

で
あ
る
こ
と
。
わ
か
り
や
す
く
想

像
を
膨
ら
ま
せ
る
絵
で
あ
る
こ

と
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
、
課
題
や
試
練
が
含

ま
れ
、
そ
れ
を
克
服
す
る
内
容
、

方
策
が
三
回
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

読
書
離
れ
や
活
字
離
れ
は
、
大

人
が
子
供
の
側
に
良
い
絵
本
を
置

か
な
く
な

っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、

日
本
一
詰
ゃ
あ
い
さ
つ
の
乱
れ
は
、

幼
少
の
頃
に
美
し
い
日
本
語
を
音

と
し
て
刻
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

講
演
で
読
み
聞
か
せ
に
じ
っ
と

耳
を
傾
け
て
い
る
と
、
い
つ
し
か

心
が
平
穏
に
な
り
ま
し
た
。
絵
本

や
昔
話
に
は
、
穏
や
か
な
心
で
子

供
た
ち
に
接
し
て
あ
げ
る
た
め
の

魅
力
も
潜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。• 

， 

• 

大
人
も
自
分
が
や
り
た
い
ス
ポ
ー

ツ
に
、
気
軽
に
、
積
極
的
に
参
加

で
き
る
す
て
き
な
環
境
は
、
心
を

豊
か
に
す
る
文
化
の
創
造
に
つ
な

が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
開
放
を
利

用
し
た
地
域
の
活
性
化
が
今
後
さ

ら
に
必
要
不
可
欠
に
な

っ
て
き
ま

す
。
人
は
一

人
で
は
何
に
も
で
き

ま
せ
ん
。
集
ま
り
、
協
力
し
合
つ

て
は
じ
め
て
事
業
や
ま
と
ま
り
あ

る
地
域
が
成
り
立
つ
と
思
い
ま

す
。
そ
の

一
つ
が
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

で
も
あ
る
の
で
す
。
も
う
一
度
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
自
分
、
地
域

を
見
つ
め
直
す
必
要
性
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
ば
、

一一l
三
四
八
八

ふ長~~~号J麗明
〈文l¥s財探訪45>

紡
毛
機

(ぽ-フもうき
)

か
た
ま
り
を
ほ
ぐ

し
た
羊
毛
を
紡
く
の

が
紡
毛
機
で
す
。
北

海
道
で
は
、
大
正
時

代
に
ホ
ー
ム
ス
パ
ン

製
織
用
と
し
て
英
国

製
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

私
た
ち
の
生
涯
学
習

「
ゆ
と
り
と
設
か
さ
に
あ
ふ
れ

た
生
活
」
を
日
常
に
取
り
込
み
、

写
真
の
紡
毛
機
は
山
田
春
吉
さ

ん
(
今
金
)
寄
贈
の
も
の
で
、
三

角
形
の
フ
レ
ー
ム
を
も
っ
型
式

で
、
十
勝
地
方
で
量
産
さ
れ
ま
し

た
。
旭
川
で
考
案
さ
れ
た
机
の
よ

う
な
作
業
台
を
も
っ
北
海
道
独
特

の
型
式
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

2
種

が
昭
和
初
年
代
ま
で
圧
倒
的
に
用

い
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

手
編
み
用
の
毛
糸
も
紡
が
れ
、

と
き
に
は
子
供
も
重
要
な
紡
ぎ
手

と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
初
年
代
後
半
、
化
学
繊
維

が
普
及
し
、
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
と
と

も
に
紡
毛
機
は
急
速
に
減
少
し
ま

ま
た
、
余
暇
の
充
実
を
目
指
し
た

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
生
ま
れ
た

の
が
ミ
ニ
テ
ニ
ス
で
す
。
今
金
町

で
も
数
年
前
か
ら
普
及
し
だ
し
、

昨
年

4
月
か
ら
ミ
ニ
テ
ニ
ス
愛
好

会
が
誕
生
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
ミ
ニ
テ
ニ
ス
愛

好
会
(
会
長
今
野
佑
さ
ん
)
を

紹
介
し
ま
す
。

会
員
は
9
名
で
会
長
以
外
は
全

部
女
性
。
毎
週
水
曜
日
午
前

ω

ωか
ら

2
時
間
と
木
曜
日
午
後
7

∞
か
ら

2
時
間
、
週

2
回
活
動

し
て
い
ま
す
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
あ
と
の

• • 

中

国

• 
青

島

均

ら

訪

問

由

来

町

さ
る

2
月
凶
目
、
国
際
国
内
交

流
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
日
中
青

少
年
交
流
協
会
中
国
交
流
団
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
国

の
青
少
年
と
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
な

ど
の
交
流
を
通
じ
て
、
相
互
理
解

と
親
善
を
深
め
、
国
際
協
力
の
精

神
や
行
動
力
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
中
国
青
島
か
ら

の
訪
日
団
凶
名
(
う
ち
小
学
生
2

名
)
は
、
役
場
で
の
表
敬
訪
問
の

後
、
休
校
中
の
中
里
小
学
校
で
ピ

リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
や
今
金
町
の
歴

ヒ
リ
力
の
唱
曲

u~xw則

取
旧
凡
勾
に
行
フ
7

し
ま
l
す。

縄
文
時
代
と
い
え
ば
、
青
森
県

三
一
内
丸
山
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る

北
に
花
開
い
た
文
化
と
思
わ
れ
が

史
資
料
を
見
学
し
、
ク
ア
プ
ラ
ザ

ピ
リ
カ
で
の
昼
食
会

・
交
流
会
を

終
え
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

ち
で
す
が
、
縄
文
時
代
の
は
じ
ま

り
に
関
し
て
は
も
う
ひ
と
つ
重
要

な
拠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
鹿
児
島

県
を
中
心
と
し
た
南
九
州
で
す
。

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

繁
明
館
に
お
い
て

「縄
文
の
あ
け

ぼ
の
」
と
題
し
た
企
画
特
別
展
が

2
月
4
日
か
ら

3
月

5
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
特
別
展
に
我
が
町
の
ピ
リ

カ
遺
跡
出
土
の
国
指
定
重
要
文
化

財
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
良
質
な

石
材
に
乏
し
い
九
州
に
あ

っ
て、

ピ
リ
カ
の
大
き
な
石
器
は
九
州
の

人
々
に
驚
嘆
の
日
で
見
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

(10) 

し
た
。

参
考
文
献

「北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

休
憩
時
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ

ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。
夏
期
間
に

は
ミ
ニ
テ
ニ
ス
に
拘
ら
ず
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
な
ど
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

も
取
り
入
れ
る
な
ど
幅
広
い
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
「
こ
の
年
に
な

っ
て
も
手
軽
に
み
ん
な
で
楽
し
め

る
の
が
ミ
ニ
テ
ニ
ス
で
し
ょ
う

ね
」
と
笑
い
な
が
ら
今
野
会
長
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
と
上

手
に
付
き
合
い
、
生
活
の
リ
ズ
ム

と
し
て
生
き
が
い
を
も
つ
こ
と
が

こ
れ
か
ら
望
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

姿
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

}す

【

Z
R】

5
日
間

合

同
町
民
学
級
並
び
に

な

い
き
い
き
学
園
講
演
会

抗

日・

ω
町
民
セ
ン
タ
ー

詰

5
日
間
第
初
田
町
民
歩
く
ス
キ

劃

ー
の
集
い

ω
∞

ピ

守

リ
カ
遺
跡
コ

l
ス

措

5
日

間

第

7
回
石
井
杯
バ
レ
l

剛

ボ
ー
ル
大
会

8

初

夜

総
合
体
育
館

別

6
日
間
婦
連
協
役
員
会

9

刷

初
教
育
委
員
会
会
議
室

在

ロ
日
間
サ
ロ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

庁内

大
会

8

初

総

合

体

育
館

ホ

ロ
白
川
青
年
婦
人
合
同
文
化
祭

番

問
。
∞

町
民
セ
ン
タ

ORJW 
RJW 
9
0
 。，-

24 21 17 12 
日日日日
(金) 伏 金 日)

ン修 学員 l プ
タ会四習合社 19春ピス第
| ツセ同教 休リキ 6
13葉ン会 ・ 00みカ !日
会タ議体 こス大ジ
30ふ l 指 町どキ会ユ
れ 19 ・ 民も I ニ
l可あ 文セ映場 9 ア
民い 00保ン画 カ
セ研 委タ館 00 ツ

いじめなどの相談電話は、
(11) 



『
介
肪
が
あ
れ
ば
』
「
少
し
歩
け
る
方
は
』

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
で
!

ト
イ
レ
ま
で
の
移
動
が
大
変
な

場
合
に
は
オ
ム
ツ
や
パ
ッ
ト
を
思

い
浮
か
べ
る
前
に
、
ト
イ
レ
が
利

用
者
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
た
ら
ど

う
か
を
最
初
に
考
え
て
く
だ
さ

い
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
は
、
脳

卒
中
で
片
麻
痕
や
股
関
節

・
膝
関

節
に
障
害
が
あ
る
た
め
に

「低
い

位
置
か
ら
の
立
ち
上
が
り
が
困

難」

「ト
イ
レ
ま
で
の
移
動
が
困

難
」
「
夜
間
排
尿
回
数
が
多
い
」
と

い
う
方
が
利
用
す
る
の
に
便
利

で
、
l
人
で
排
池
で
き
た
り
、
少

し
の
介
助
で
排
池
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
携
帯
用
で
持
ち

運
び
出
来
る
ト
イ
レ
で
す
。

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
に
も
、
い

ろ
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

月みんなの健康3 ポ
l
n
y
uフ
凡
ト
イ
レ
は

六
き
く
分
け
る
と
4
つの

種
穎
ガ
あ
り
ま
す
。

3月6日(月)110:00-11: 45 

者象

全住民

対目

般健康相談

ス
タ
ン
タ

l
ド
型

ス
タ
シ
付
Y
lド
型
は
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
よ
く
貝
か
け
ま
す
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
つ
製
で
値
段
ち

8
干
円
1

1
万
円
と

g
い
の
で
す
が
、
自
定

住
び
悪
<
、
高
き
が
お
仰
と
伝
い

芝
め
、
立
ち
と
が
り
巴
く
い
の
が

難
点
で
す
。

ニ
ア
ラ
ッ
ク
ス
型

テ
ラ

y
つ
ス
型
老
ブ
一フ
ス
チ
ツ

つ
製
で
す
。
ス
タ
~
ノ

σlド
型
と

の
還
い
は
問
掛
け
凶
γ
背
宅
芝
れ
の

部
分
か
伺
い
て
い
る
こ
と
で
す
。• 

d 

。

八雲総合病腎抑医師畠察

持ち物診察科命保腕任老人

底抜受給許証(70才以上のノ'i)

八雲総合病騨間医師器察

待ち物診然料金保険医"人

医消受給者誕(70才以よのプ'J)

八主韓合病院欄科医師器察

持ち物 g$:挟科金保険証左人

白小児科医診察 歯科医書事
ー歯科相誼

身体欄定・保健相説医師器事
由科相髄

" 

3月14日(火)1 14 : 20-14 : 50 

3月30日(木)1 14 : 20-14 : 50 

3月28日(火)1 14 : 00-14 : 30 

無医地区巡回診療(耳鼻科)

科)無医地区巡回診療(限

無医地区巡回診療

値
問
問
は

2
万
円

1
3
万
四
位
で

す
。
購
入
時
巴
は

G
定
住
が
あ
り

立
ち
と
が
る
と
き
区
、
足
を
引
け

る
ス
べ

l
ス
が
あ
り
、
高
さ
を
調

節
で
き
る
宅
の
を
、
お
選
び
く
だ

さ
い
。

札
木
製
椅
子
型

家
具
調
巴
つ
く
ら
れ
て
お
り
一

貝
を
れ
と
は
わ
か
ら
な
い
ポ
タ

ブ
ん
ト
イ
レ
で
す
。
重
さ
老
あ
り

包
定
住
毛
あ
り
ま
す
。
青
老
芝

れ
回
掛
け
が
つ
い
て
お
り
、
高

さ
の
調
節
が
で
き
る
芝
め
立
ち
と

が
り
ゆ
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
値

段
は

4
万
円
1
6
万
四
位
で
す
。

*母子健康手帳・予診票
を昔、れずに

*予診票は色病医院にも
JTJj主してあります。

乳児他診

按
病
別
告
)

個
で
い

(
の
さ

種
た
下

接
し
て

防
ま
し

予
り
極

オ
な
接

リ
に
で

ポ
種
院

会無医地区巡回i診療は嗣院の拍時世と同じです。 70歳以上の方は老人医師畳枯1占旺も必聖となりますのでお忘れのないようお願いします。
会ポリオ予防接猶は個別控極となりますa 接種方法は経口接種です。 I主陣料金は無料ですa
母子手帳をご確認の上、米接種で対象年帥にある方は接種をお勧め勤します.
会ポリオ予防肱舗の個別車内は3ヶ月-18ヶ月の方のみですので それ以外で未接析の方は下記までご辿絡下さい。
会ポリオは 『小児時疲」とも呼ばれています。日本では見られなくなりましたが 東南アジアや中国 イ/ド等ではまだ流行があります。
日本では出行していなくても、国際社会の現在では接種を受けておくことは必型です。
会予診票帯をお持ちでない方、受け方がわからない方も、下記述絡先まで、こ梱説下さいa
くお11¥1い合わせ 連結先〉今金町総合師祉施設としべつ 保値幅祉限出版づく り揺保阻婦 世話

木製椅子型

コ
モ
ー
ド
型

コ
モ
ー
ド
型
は
足
を
引
く
ス
べ

ス
び
あ
り
、
ま
芝
田
掛
け
酋

老
芝
れ
が
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
巴
立

ち
と
が
る
之
と
が
で
き
ま
す
。
値

段
は

2
万
円
1
3万
円
但
で
す
。

身
体
の
状
態
・
生
活
ス
タ
イ
ル

な
ど
に
合
わ
せ
て
納
得
の
い
く
商

品
を
お
選
び
下
さ
い
。

在
宅
介
護

• 
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
本
人
や

こ
家
族
の
希
望
、
困
っ
て
い
る
こ

と
を
お
聞
き
し
な
が
ら
身
体
機
能

や
介
護
者
の
身
体
機
能
、
体
力
に

あ
っ
た
用
具
を
こ
紹
介
し
ま
す
。

併
せ
て
、
用
具
の
給
付
制
度
の
申

請
手
続
き
の
お
手
伝
い
も
し
て
い

ま
す
。
(
ご
本
人
の
身
体
機
能
、
所

得
に
よ
っ
て
制
度
を
利
用
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
)
各
種
ポ

ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
の
展
示
も
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

-
お
問
い
合
わ
せ
先

総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
内

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

8
2
2
7
8
0
 

(12) 

J 

• ζ
っ
そ
し
さ

Eょ
う

骨
組
憲
症
を
予
防
す
る
に
は

今
回
は
骨
粗
怒
症
予
防
に
食
事

面
か
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
良
い
か
あ
げ
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
普
段
の
食
生
活
を
振
り

返
っ
て
み
て
、
骨
を
弱
く
す
る
原

因
が
あ
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
骨
を
弱
く
す
る
食
生
活
と

は
、
次
に
示
す
こ
と
で
す
。

.
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
事
を
し

て
い
な
い
。

・
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る

食
品
を
あ
ま
り
と
っ
て
い
な
い
。

.
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
妨
げ
る

食
品
を
多
く
と
っ
て
い
る
。

骨
を
丈
夫
に
す
る
に
は
こ
れ
ら

の
逆
を
実
行
す
れ
ば
良
い
わ
け

で
、
骨
を
強
く
す
る
食
生
活
と
は

①
カ
ル
シ
ウ
ム
の
豊
富
な
食
品
を

毎
回
の
食
事
に
取
り
入
れ
る
。

②
カ
ル
シ
ウ
ム
等
の
吸
収
率
を
高

め
る
ビ
タ
ミ
ン

D
を
と
る
。

③
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
妨
げ
る

要
因
を
取
り
除
く
。

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
っ

と
具
体
的
に
書
く
と
、
①
I
カ
ル

シ
ウ
ム
は
日
本
人
が
唯
一
不
足
し

て
い
る
栄
養
素
。
そ
の
上
、
カ
ル

シ
ウ
ム
は
体
内
で
吸
収
さ
れ
に
く

く
、
吸
収
率
の
高
い
牛
乳
で
さ
え

2-2780 

⑧ 

(
食
事
)

利
用
さ
れ
る
の
は
約
半
分
で
す
。

ま
た
、
牛
乳
乳
製
品
以
外
に
乾

物
類
や
緑
黄
色
野
菜
も
意
外
な
カ

ル
シ
ウ
ム
源
と
な
り
ま
す
。
カ
ル

シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
を
ま
ん

べ
ん
な
く
継
続
的
に
取
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
②
1
骨
の
成
分
は
カ

ル
シ
ウ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
蛋
白

質
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
吸
収
を
高
め
る
に

は
ビ
タ
ミ
ン
D
を
含
む
食
品
(
か

れ
い
、
か
つ
お
等
の
魚
類
が
多

い
)
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
1
蛋
白
質
、
リ
ン
酸
塩
、
食
物

繊
維
は
ど
れ
も
重
要
な
栄
養
素
で

す
が
、
と
り
す
ぎ
る
と
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
を
妨
げ
ま
す
。
リ
ン
酸

塩
は
清
涼
飲
料
水
や
加
工
食
品
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
食
塩
、

カ
フ
ェ
イ
ン
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
と

り
過
ぎ
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
ば
か
り

を
意
識
し
す
ぎ
て
偏
っ
た
食
事
に

な
っ
て
は
困
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ

ム
を
豊
富
に
含
む
と
同
時
に
、
全

体
的
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

一
〕3
 
1
 
〔



砂成田

(平成9年9月1日生まれ)

中トマンケシ

成田正春さん、美智代さんの長男

【親から】

建設機械のオモチャが大好きな Hけん

ご"です。今はお姉ちゃんのままごとセ

y卜がお気に入りです。遊び方はタrンプ

にパワーショベルでtI:!{んで走り回ってい
ます。お片付けは苦手ですが、今日も元

気に遊んでいます。

人をひいちψつ定!~つ

， 

なお

奈央ちゃん

南栄町

【授から】

人見知りをしない、毎日元気な“奈央

です。

歌と踊りが好きで何でも興味を持つ年

頃の女の子です。

大きくなったらやさしく、元気な干に

育ってほしいと思っています。

‘小林

(平成9年9月24日生まれ)
小林実さん、ゆかりさんの長女

2
月
ロ
日
、
雪
祭
り
会
場
内
で
行
わ

れ
た
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

・
シ
ュ
ミ
レ

l
タ

体
験
。こ
れ
は
、
実
際
に
多
い
事
故
を
も
と

に
、
運
転
の
疑
似
体
験
を
す
る
も
の

で
、
体
験
者
は
平
均
で

3
人
の
人
を
ひ

い
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

私
も
普
段
気

を
つ
け
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
い

ざ
体
験
し
て
み
る
と

2
人
も
ひ
い
て
し

ま
い
、
本
当
の
人
で
な
く
て
よ
か
っ
た

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

。b。祭場。

史)日の出町

光)種111宮前

彦)寒昇

志)大和町

彦)末広町

司)種川宮前

志)中里

英

照

克

弘

公

真

悟

i<:>lおたんじよう おめでとう

池田 佳穂、ちゃん 1月6日(保護者
のぞみ

木島 望ちゃん 1月8日(保護者
Aたぱ

原紺 二葉ちゃん 1月10日(保護者
りゅうたろう

螺良龍太郎九ん 1月19日(保護者
まえ弘み

高橋 愛実ちゃん 1月25日(保護者
ηんと

安達 療音ちゃん 1月28日(保護者
そうた

伊藤 楓太ちゃん 2月3日(保護者

前月対比

7， 154人 ( 2) 

3，452)¥( 4) 

3， 702人(ム2) 

2， 707世帯( 4) 

住民の動態
1月末現在

人口

男

女

世帯数

ろ舎のアイドル

健 悟 ちゃん

。b40z。

• 

休日当番医

3月5日 北槍山立国保病院(北袷山)

12日今金町立国保病院(今金)

19日 道南ロイヤル病院(北橋山)

20日楢崎医院(瀬棚)

26日 今金町立国保病院(今金)

( 4月分については予定です)

4月2日 道南ロイヤル病院(北格山) 34-5011 

9日 北槍山立国保病院(北槍山) 34-5321 

16日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚) 37 -2470 
※当番医が急きょ置Eとなる場合がありますのでご了承下さい。• 

34-5321 

32-0221 

34 -5011 

37-3021 

32-0221 

※診療時間

午前10時から正午まで

午後 1時から 3時まで

Ad J 

77歳 (八束初回)

84歳(緑町)

64歳 (トマンケシ)

63歳(高美町)

2月15日受付分まで

町)公重さん(栄

固 いつまで もおしあわせに

2イ 鈴木 |場仁さん(中豊田)=平野

ー お くやみもうしあげます

南川 王立さん 1月20日

加我キミエさん l月30日

片石 信さん 2月2日

中島ハルさん 2月5日

小児科外来の診療時間変更のお知らせ
小児科外来は、毎週水曜日と金曜日の午後からの診療と

なっておりますが、次の期日については、診療開始時間が

午後2時以降に変更となりますのでお知らせいたします。

3月10日(金)
3月17日(金)
3月24日(金)
4月3日(月)

L 

日間
②
0
1
1
1
番

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

小児科診療日が変わります
平成12年4月1日より小児科診療日が水曜日 ・金曜日から
月曜日 水曜日に変わります。

(今金町立国保病院)

編

集

/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

(14) 

http.//www.hakodate.or.jp/imakane/ 
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